
水害に係る防災気象情報

伊那圏域大規模氾濫減災協議会
平成３０年２月２６日

長野地方気象台

土砂災害、浸水害、洪水害

いつから
いつまで？
雨量や
風速は？

どこで、
なにが、

どれくらい
危険なの？

これらの情報を
覚知したら・・・ 自分で調べる

PUSH情報 PULL情報

発表されたことを知らせてくれる情報 利用者自らが取得する情報

気象庁が推奨する防災気象情報の活用方法

PUSH情報 → 覚知 → → → → PULL情報 → 状況確認
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N1005112
スタンプ



避難勧告等の判断に活用する主な防災気象情報等
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 Pull情報
（利用者自らが取得する情報）

 Push情報
（発表されたことを知らせてくれる情報）

洪水等 指定河川洪水予報、大雨警報（浸水害）、洪水警報
府県気象情報、内水氾濫危険情報、台風情報
高解像度降水ナウキャスト、降水短時間予報
流域雨量指数の予測値、水位、流域平均雨量、代表地点
の雨量

大雨警報（浸水害）の危険度分布、洪水警報の危険度分布
 （大雨特別警報（浸水害））

大雨注意報、大雨警報（土砂災害）、土砂災害警戒情報
記録的短時間大雨情報、府県気象情報
土砂災害に関するメッシュ情報
 （大雨特別警報（土砂災害））

土砂
災害

「避難勧告等に関するガイドライン」（平成29年1月内閣府）より

 水位計のない中小河川の洪水
危険度の把握に有効！

 水位計やライブカメラと組み合
わせることでさらに納得感！

洪水警報の危険度分布と指定河川洪水予報との役割分担

4



長野県内の洪水予報指定河川

赤：国土交通省管理河川
（長野地方気象台と国土交通省の河川事務
所との共同発表）

青：県管理河川
（長野地方気象台と長野県河川課との共同
発表）

千曲川（千曲川河川事務所・長野地方気象台）

千曲川上流（長野県河川課・長野地方気象台）

裾花川（長野県河川課・長野地方気象台）

奈良井川（長野県河川課・長野地方気象台）

諏訪湖（長野県河川課・長野地方気象台）

天竜川上流（天竜川上流河川事務所・長野地方気象台）

犀川（千曲川河川事務所・長野地方気象台）

△：水位観測所

市田

天竜峡

沢渡

伊那冨

釜口水門

琵琶橋

新橋

岡田
立ヶ花

小市

杭瀬下

生田

塩名田

下越
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長野地方気象台は、国土交通省の機関又は長野県と共同で、洪水予報を発表します。
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指定河川洪水予報の発表例（千曲川の例）

標題：河川名と危険度レベルに応じ
た情報名を組み合わせた

情報の種類、号数、
発表時刻や官署名など

見出し：最も警戒すべき事項を記載

主文：観測所毎に危険度レ
ベルや今後の見通しを記述

参考資料：観測所毎の基準水位などを
記載

雨量：流域平均雨量の現況
と今後の見通しを記述

水位：観測所毎の現況と
今後の見通しを記述

重要！



（参考）指定河川洪水予報の水位観測所と市町村の関係

洪水予報
標題河川名

水位観測所
洪水予報の水位観測所の水位に連動して

一般向けの洪水警報・注意報を発表する市町村

千曲川

生田 上田市、坂城町、千曲市（警報のみ）

杭瀬下 坂城町、千曲市、長野市、須坂市

立ヶ花
長野市、須坂市、小布施町、中野市、飯山市、野沢温泉村、
木島平村

犀川 小市 長野市、小布施町(警報のみ)

千曲川
上流

下越
佐久市、小諸市、東御市、上田市

塩名田

裾花川 岡田 長野市

諏訪湖 釜口水門 岡谷市、諏訪市、下諏訪町、茅野市(警報のみ)

奈良井川
琵琶橋

塩尻市（塩尻）、松本市（松本）
新橋

天竜川
上流

伊那富 辰野町、箕輪町、南箕輪村、伊那市

沢渡 伊那市、宮田村、駒ヶ根市、飯島町、中川村、松川町

市田 松川町、高森町、豊丘村、喬木村、飯田市

天竜峡 飯田市、喬木村

※ 洪水注意報は、指定区間に沿った市町村に発表
洪水警報は、指定区間で氾濫が発生した場合に、浸水が想定される市町村に発表
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水位周知河川 その他河川等
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始

２：A川のB水位観測所の水位が水防団待機水位（又は氾濫注意水位）
を越えた状態で、次の①～③のいずれかにより、急激な水位上昇の
おそれがある場合

①B地点上流の水位観測所の水位が急激に上昇している場合
②A川の流域雨量指数の予測値が洪水警報基準に到達する場合
③B地点上流で大量又は強い降雨が見込まれる場合（実況雨量や予測
雨量において、累加雨量が○○mm以上、または時間雨量が
○○mm以上となる場合）

※２については、河川の状況に応じて①～③のうち、適切な方法を一
つまたは複数選択すること

１：A川のB水位観測所の水位が○○m（水防団待機水位等）に到達し、
次の①～③のいずれかにより、引き続き水位上昇のおそれがある場合

①B地点上流の水位観測所の水位が上昇している場合
②A川の流域雨量指数の予測値が洪水警報基準に到達する場合
③B地点上流で大量又は強い降雨が見込まれる場合（実況雨量や予測
雨量において、累加雨量が○○mm以上、または時間雨量が
○○mm以上となる場合）

※水位を観測していない場合、１の代わりとして、洪水警報の発表に加
え、さらに上記の②または③を参考に目安とする基準を設定して発令す
ることが考えられる。

避
難
勧
告

２：A川のB水位観測所の水位が氾濫注意水位（又は避難判断水位）を
越えた状態で、次の①～③のいずれかにより、急激な水位上昇のお
それがある場合

①B地点上流の水位観測所の水位が急激に上昇している場合
②A川の流域雨量指数の予測値が洪水警報基準を大きく超過する場合
③B地点上流で大量又は強い降雨が見込まれる場合（実況雨量や予測
雨量において、累加雨量が○○mm以上、または時間雨量が
○○mm以上となる場合）

１：A川のB水位観測所の水位が○○m（氾濫注意水位等）に到達し、
次の①～③のいずれかにより、引き続き水位上昇のおそれがある場合

①B地点上流の水位観測所の水位が上昇している場合
②A川の流域雨量指数の予測値が洪水警報基準を大きく超過する場合
③B地点上流で大量又は強い降雨が見込まれる場合（実況雨量や予測
雨量において、累加雨量が○○mm以上、または時間雨量が
○○mm以上となる場合）

※１については、河川の状況に応じて①～③のうち、適切な方法を一つ
または複数選択すること
※水位を観測していない場合や基準となる水位の設定ができない場合に
は、１の水位基準に代わり、上記②または③を参考に目安とする基準
を設定し、カメラ画像や水防団からの報告等を活用して発令する。
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避難判断基準の設定例（抜粋）

水位周知河川・その他河川等の避難判断基準設定例

「避難勧告等に関するガイドライン」（平成29年1月内閣府）より

流域雨量指数の予測値
洪水警報の危険度分布

避難判断に活用！



大雨警報・洪水警報等の危険度分布の新規提供

雨が地中に溜まる
→ 土砂災害リスクが高まる

浸み込まず溜まる
浸み込んで溜まる

集まり流れ下る

雨が地表面･低地に溜まる
→ 浸水害リスクが高まる

雨が低地・川に集まり流れ下る
→ 洪水害リスクが高まる

雨が地中に溜まる量を
土壌雨量指数として算出

雨が地表面・低地に溜まる量を
表面雨量指数として算出

雨が河川に集まり流れ下る量を
流域雨量指数として算出

気象庁では、災害発生との相関が高い「指数」および地域の特性に応じた「基準」を用いて災
害発生の危険度を予測した「危険度分布」の提供を平成29年7月4日より開始しました。

洪水警報の危険度分布大雨警報（浸水害）の危険度分布土砂災害警戒判定メッシュ情報

各指数の算出
降った雨が溜まったり流

れ下ることで、土砂災害、
浸水害、洪水害のリスクが
高まるメカニズムを右図の
ように模式化して、それぞ
れの災害発生との相関が高
い「指数」を求めます。

基準の設定
過去20年分以上の災害発

生時の指数値を調査し、災
害と指数の関係から地域ご
とに基準を定めます。

危険度は、黄→赤→
薄い紫→濃い紫の順
に高くなります。
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H29.7.4～提供開始H29.7.4～提供開始既提供

5kmメッシュ

１時間先までの予測 ３時間先までの予測２時間先までの予測

1kmメッシュ

指数 指数
基準 基準

小石原川 18.8 17.1 10 0 0 .0

佐田川 17.7 16.1 10 0 0 .0

桂川 13.6 12.4 10 0 0 .0

赤谷川 13.2 12.0 10.8

草場川 4.1 3.7 10 0 0 .0

二又川 7.8 7.1 10 0 0 .0

荷原川 7.6 6.9 10 0 0 .0

妙見川 7.3 6.6 10 0 0 .0

（警報基準）

複合
基準

朝倉市

平成29年07月05日15時00分現在

市町村 基準河川
基準Ⅲ

基準Ⅱ

03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21
時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時

指数 指数 指数 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00
基準 基準 基準 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分

小石原川 18.8 17.1 1 0 00 .0 13.6 10 00 .0 3.6 3.5 3.3 3.3 3.2 3.0 3.2 3.3 3.3 3.6 4.7 6.1 11.0 19.8 22.9 21.7 19.8 17.2 15.1
17.1

(2012.07.14)

佐田川 17.7 16.1 1 0 00 .0 12.8 10 00 .0 3.3 3.2 3.0 3.0 2.8 2.8 2.8 2.8 2.6 3.2 6.3 10.6 18.7 24.1 25.3 22.8 19.4 16.6 14.7
15.5

(2012.07.14)

桂川 13.6 12.4 1 0 00 .0 9.9 7.9 2.2 2.2 2.2 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.2 2.4 4.2 11.1 14.8 16.3 16.3 11.8 10.4 9.6 8.9
13.7

(2009.07.25)

赤谷川 13.2 12.0 10.8 9.6 9.6 1.7 1.7 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 2.2 5.0 9.4 10.8 11.1 10.7 8.6 7.5 7.1 6.6
13.6

(2012.07.03)

草場川 4.1 3.7 1 0 00 .0 2.9 10 0 0 .0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 2.8 3.5 3.2 2.6 2.2 2.0
3.9

(2010.07.14)

二又川 7.8 7.1 1 0 00 .0 5.6 10 0 0 .0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 1.0 1.0 2.0 5.1 7.6 7.9 7.9 7.3 4.4 4.0 3.5 3.0
7.0

(2010.7.14)

荷原川 7.6 6.9 1 0 00 .0 5.5 10 0 0 .0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.4 3.3 7.2 10.1 10.7 9.8 6.6 6.0 5.4 4.8
6.8

(2012.07.14)

妙見川 7.3 6.6 1 0 00 .0 5.3 10 0 0 .0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.7 3.3 6.6 6.9 6.9 6.5 4.5 4.2 4.0 3.6
7.6

(2012.07.14)

既往
最大事例

（警報基準） （注意報基準）

複合
基準

複合
基準

基準Ⅰ

朝倉市

平成29年07月05日15時00分現在

市町村 基準河川
基準Ⅲ

基準Ⅱ

14 15 16 17 18 19 20 21
時 時 時 時 時 時 時 時
00 00 00 00 00 00 00 00
分 分 分 分 分 分 分 分

6.1 11.0 19.8 22.9 21.7 19.8 17.2 15.1
17.1

(2012.07.14)

10.6 18.7 24.1 25.3 22.8 19.4 16.6 14.7
15.5

(2012.07.14)

11.1 14.8 16.3 16.3 11.8 10.4 9.6 8.9
13.7

(2009.07.25)

9.4 10.8 11.1 10.7 8.6 7.5 7.1 6.6
13.6

(2012.07.03)

1.0 1.0 2.8 3.5 3.2 2.6 2.2 2.0
3.9

(2010.07.14)

7.6 7.9 7.9 7.3 4.4 4.0 3.5 3.0
7.0

(2010.7.14)

7.2 10.1 10.7 9.8 6.6 6.0 5.4 4.8
6.8

(2012.07.14)

6.6 6.9 6.9 6.5 4.5 4.2 4.0 3.6
7.6

(2012.07.14)

既往
最大事例

「流域雨量指数の予測値」（帳票、危険度分布）の確認方法

１．流域雨量指数の予測値（帳票）

２．洪水警報の危険度分布 ３時間先までの予測を
地図上に表示。

気象庁防災情報提供システムでの表示方法（ID,パスワード必要）
気象警報・注意報など → 流域雨量指数の予測値 の順にクリック気象警報･注意報など 流域雨量指数の予測値

気象庁ホームページでの表示方法
危険度分布 → 洪水警報の危険度分布 の順にクリック危険度分布 洪水警報の危険度分布

危険度がどこで高まるか確認できる。
（3時間先までの危険度の最大値。常時10分毎に更新。）

６時間先までの予測を帳票で表示。
危険度が高まっていく見通しが分かる。

平成29年07月05日15時00分現在

10http://www.jma.go.jp/jp/suigaimesh/flood.html



• 危険度の高まった薄い紫色（非常に危険）や赤色（警戒）等の表示は河川の上流から
下流へ移動してくる傾向がありますので、上流地点の危険度も含めて確認するようにし
てください。

• 洪水警報の危険度分布では、氾濫が発生した場合の氾濫水の移動までは考慮されて
いません。洪水予報河川や水位周知河川については氾濫が発生した場合の浸水想定
区域が指定されているところがありますので、洪水ハザードマップを参照してください。

• 山間部等の流れの速い河川沿いの家屋、堤防を越えた氾濫水によって流失のおそれ
がある家屋や最上階の床の高さまで浸水する家屋など、自宅にとどまることで命に危
険が及ぶおそれがある住民等は、実際に河川水位が上昇するより前の早い段階から、
「洪水警報の危険度分布」を上流地点の危険度も含めて確認し、危険度が高まる予想
が出現した場合には、命を守るため、少しでも安全な場所への速やかな避難行動を心
がけることが大変重要です。

• 洪水予報河川の外水氾濫については、「洪水警報の危険度分布」ではなく、河川管理
者と気象台が共同で発表している指定河川洪水予報を踏まえて避難勧告等を発令し
てください。

• 水位周知河川については、「洪水警報の危険度分布」を確認するとともに、流域雨量指
数の予測値、及び河川管理者が発表する水位到達情報（氾濫警戒情報や氾濫危険情
報等）を踏まえて避難勧告等を発令してください。

洪水警報の危険度分布の利用上の留意点

11



 

 

 

 



 


